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広 報 連 絡 
 

１ 件  名  イベントごみの削減に向けた取り組みを進めています 

 

２ 趣  旨  令和４年度岡山市市民協働推進ニーズ調査事業として、NPO法人タ

ブララサと協働で「イベントによって発生するごみ削減に向けた実

態調査」を実施しました。また、令和５年度からは、イベントによ

って発生するごみ削減に向け、市内で行われるイベントの運営サポ

ート事業に取組みます。 

 

３ 内  容  アンケート調査（令和４年９月～令和５年１月）は、市内のイベン

ト主催者等（１６７件）に行い、５１件の回答が得られました。こ

の中で▽環境配慮への関心は高いが、実際の工夫がなかなかできて

いない▽ごみの回収や処分が不適切な例がある－などの実態が明ら

かになりました。 

        これを受けて、アンケート調査に協力していただいたイベント主催

者団体を中心に、ごみの発生が少ないエコイベントの実施・運営を

サポートする取組みを令和５年度に行い、引き続きイベントごみの

削減を目指していきます。 

※アンケート調査結果の詳細や、令和５年度のサポート事業の詳

細については別添の資料を参照してください。 

資料提供年月日 令和５年３月１７日 

問い合わせ先 
課 名 環境事業課 

電 話 
直通 803-1321     
内線 3966 

担 当 者 
職名・氏名 
職名・氏名 

課長 岡崎 功 
主任 平田 健二 
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取組内容 ごみの状況

現
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り
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【ニーズ調査結果から】
・環境配慮への意識は高い
が実践に至らない

・一部は適切に処理されて
いない

市
民
協
働
推
進
事
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に
よ
る
取
組

・サポート先で環境に配慮
したイベントを実施
⇒ごみ削減・適切に処理
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７
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度
以
降
目
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・認証制度により環境に配
慮したイベントが増える
⇒岡山市内のイベントご
みが減る

・情報発信により正しいご
み処理の知識が広まる

岡山市（環境事業課）

タブララサ

イベント
主催者

調査

「岡山市一般廃棄物（ごみ）処理基
本計画」

「岡山市海洋プラスチックごみ対策
アクションプラン」
によるごみ削減の計画等

EC[H]O-SMAプロジェクト
エコステーション運営
によるイベントごみ削減の実績

環境省
「Plastics Smart」
「プラスチックに係る資源循環の促進
等に関する法律（プラ新法）」

岡山市（環境事業課）

タブララサ

サポートする
イベント主催者
（10件程度）認証・補助制度

構築の検討

①先行事例収集

その他市内
イベント
主催者

サポート事例の
アーカイブ情報
を公開

効果検証

岡山市

タブララサ

イベント
主催者業務委託

「イベントによって発生するごみ削減に向けたサポート事業」概要


